○番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月○日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　○番を聴取。
31番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月16日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　31番を聴取。4人のhr.が入りNo.72にも類似。Finaleに変奏曲が入るのも類似点の一つ。録音もNo.72と同じ雰囲気。4人のhr.はやや右側にやや固まって配置はされているが、第3,4hr.は、第1、2hr.と異なり、やや中央寄りに位置している感じ。Ob.fl.が中央寄り分離感が余り分からないこともあり、全体的には、各パートの配置が不明瞭。変奏曲でのsoloの音量が差がありすぎて、不自然な雰囲気はNo.72やNo.6～8などとも同様。　　　
Finaleのテンポは、微妙に変えている。第4変奏の4人のhr.のときは、16分音符の動機もあり、テンポが速いと奏者が苦しいところ。しかしこの箇所では少しテンポを落としている。続く第5変奏のvn.のsoloでは、逆に少しテンポを速めている。第7変奏のbass.のsoloも第5と同様に少しテンポを落としている。この変奏まで、繰り返しは、完全に遵守をしていない。しかし第7変奏では元々旋律短いためか、前半と後半を忠実に繰り返しているのも良い。
この曲は4人のhr.が中心ではあるが、hr.のパートが微妙に受け継がれ、強弱の対比もあり、ある意味録音に大きく左右される。Finaleの微妙なテンポの変化は、メルツェンドルファーの解釈では旨くかなっていると思う。しかし録音の点で大きなマイナスになっている。

30番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月15日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　30番を聴取。3楽章全体を通してテンポは概して少し遅め。第2楽章でT8からfl.のsoloが入る。スコアではスラーの箇所が任意の点線になっている。ここでは下降するときは、スラーに、それ以外の箇所は、スタッカートになっている(特にT18の部分)展開部でｈ再びfl.が活躍する。ここでは、殆どの箇所でスタッカートの様に、緊張感が増えて提示部と旨く対比させている。　録音も緩叙楽章を中心に、ヒス音が少し目立つ。
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24番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月14日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　24番を聴取。通しNo.6番目　No.27でob.が目立つ点について最初に記載をした。その後、曲によっては目立つのもある。この曲もそのひとつで冒頭から、ob.が目立ち弦が曲がほぼ控えめに終始。展開部で2つのbass.が16分音符のトレモロで演奏する部分がある。再現部の短調による登場の前に当たり、緊張感が欲しいところ。ここでもob.が目立ちすぎて違和感がある。
第2楽章のfl.のsoloもNo.6～8のときと同様に目立ちすぎ。ダイナニックレンジも狭い方で印象は低い。なお、このCDの裏面には、fl.の奏者名が記載されていない。
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21番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月13日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　21番を聴取。No.23の最初にも記載をしたが、No.21～24の4曲をセットで考えた場合、それぞれ、共通点と異なる点があると思う。No.21と22の相互を比較した場合、同じ４楽章で冒頭は緩叙楽章。全て同じ調性。打楽器群は入らないのは共通。No.22はEH.が入る。しかしNo.21の第1楽章は、3部形式で繰り返しはない。繰り返しがないこともあり、第2楽章への長い序奏のような雰囲気。しかしこちらの方は、管楽器の独自の動きがあり、調性と強弱の変化が大きく変わる箇所が多いのが特徴的。No.22とはこの変化の箇所が多いのが聴き所になると思う。弱奏の部分も多いので、弦楽器の微妙な音色も聴き所。
　メルツェンドルファーでは、緩叙楽章は概して遅めのテンポ。この曲も同様だが、遅めがさらに効果を増して微妙な音色や強弱を旨く表現していると思う。中間部で管楽器が休み、盛り上がっていく箇所がある。Va.とvn.は常にT29～41まで４分音符。一方低弦は、tenutoで冒頭の旋律を１小節単位で音程を変えながら推移していく。提示部では類似箇所でT16から第2vn.で始まる。中間部では低弦にバトンタッチ。低弦の旋律は、冒頭の旋律とも共通しているので、この音色がポイントになる。低弦を引き立てるため、バランス良くvn.とva.の音量を抑えている。
Finale冒頭の跳躍する２つのvn.のバランスも対向配置ではないが、微妙なズレも含めてよく分かる。ダイナミックレンジも広く、バランスも適度で録音も良い。余り目立たない曲のひとつだが、メルツェンドルファーのこの演奏は推薦したい。
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22番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月12日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　22番を聴取。ドラティー、　フィッシャーなど最初の頃に聴取した演奏では、曲自体の特徴が余り分からず、評価を上げていなかった。N　クラマー　　BBC交響楽団の演奏を聴いて改めて面白い発見があった経緯もある。ひとつ前　No.23と比較してob.の代わりにeh.が入る唯一の曲。メルツェンドルファーの場合は、中央よりに位置するが、分かれてまでの定位感のある配置までは分からない。N　マリナーの演奏を最近聴いた中で、冒頭では２つのvn.は弱音器を使用していることを記載した。　マリナーの場合は、弦楽器が主体で動くが、要所では感が曲が登場し、弦と管とのバランスの良さを書いた。

　一方、メルツェンドルファーの方は、冒頭から弦の音量がかなり大きい箇所がある。管楽器とのバランスが余りよくなく、vn.の弱音器の特徴が余り分からない。
　元も録音、ダイナミックレンジは狭い第1楽章から狭い方。Fianleでは、さらにレンジが狭くなり歪が目立つ箇所が多い。LPからの復刻だった場合、Finaleに近くなると内周歪が大きくなる可能性がある。過去に他の曲でもFinaleで特に歪が目立ったケースがあった。この曲にも当てはまる。録音の点でも評価を下げざるを得ず。なお曲の途中で別バージョンのAndante　graziosoが収録されている。間に緩叙楽章が挟まるので５楽章になる。途中に入っていても違和感はない。
23番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月11日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　23番を聴取。この曲から通常の編成になる。No.21～24は自筆楽譜が存在し、1764年に集中的に作曲されているようだ。４曲それぞれ、異なった雰囲気だと思う。最初のNo.23は、どちらかといえば、実験的に書かれているようでva.以下の低弦が独自の動きの箇所も多い。
　第1楽章は、ob.が必要に応じて活躍する。指揮者によっては、ob.の特徴をどこまで出すかが興味のあるところ。意外にもメルツェンドルファーでは、ob.は余り前面には出ていない。井上著「ハイドン106の交響曲を聴く」のなかで、このNo.23の第1楽章は「ハイドンの技法の熟達が見られる」と記述がある。時折、一瞬ではあるが調性を変え強弱の対比などがあり、何度か聴いていく中で面白みが分かってくる曲のひとつ。
第2楽章は弦のみだが、低弦が活躍する。音の分離感は不明瞭なことが多いが、va.は左側でもvc.より中央に位置し、やや奥側になる。提示部以外に、展開部と再現部の繰り返しを採用。Finaleはピチカートで終わる。展開部と再現部の繰り返しを採用するが、小休止の後に、展開部の冒頭に戻ってくる。後年の終わらないような仕掛けはないので、いささか物足りないのは、どの指揮者も共通。

13番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月10日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　13番を聴取。No.72から続いての作曲順番ということもあり4本のhr.を使用。録音によっては、2名ずつ左右に分けることもあるが、こちらはNo.72と同様に右側に固まって位置。ヘルムート　ミュラー＝ブリュールの演奏で、再現部のところでhr.が余り目立たない点を記載した。(下記のブログ)

http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-891.html
　このブログでは、hr.の代わりに、低弦が目立っていた印象がある。メルツェンドルファーでは、hr.や低弦で目立った印象は余りない。冒頭から短い動機で構成され、打楽器群とhr.が追加された曲。このため、この曲自体の魅力のひとつに、強弱の差を楽しむところが聴き所となる。得てして、録音によっては、管楽器のob.が目立ちすぎて、メルツェンドルファーの場合は、各パートの音の分離と対比したTuittiでの差が余りない。管楽器のfl.もob.以上に目立ちすぎる箇所があるのも残念。
　第2楽章のvc.の独奏も、近接音が近すぎて音のバランスが悪い。録音も緩叙楽章を中心にヒス音のような箇所が時折聴かれ、レンジも少し狭い。強弱の対比が聴き所のひとつのため、メルツェンドルファーの演奏では、ランクが落ちてしまう雰囲気。
72番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月9日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　72番を聴取。4人のhr.初めて入る曲。第2楽章以降は、fl.の独奏が入るが第1楽章は休み。（第3楽章以降はob.と一緒に演奏する箇所があり、fl.はob.との持ち替えはできない）
4人のhr.の入りは全て右側。殆ど離れていない。Timp.は最初から入っているが余り目立たず。第1楽章の最後の部分で4人のhrが分かれて演奏するが、手持ちのスコアとは異なる。timp.の旋律に近い雰囲気。No.31に類似するが、Fianleの最後は盛り上がってし終わる。No.31は第1楽章の冒頭でhr.の主題が回帰するように締めくくった。元々スコアにはfinaleの最後ではこの冒頭の主題は回帰しない。しかし第1楽章の終わりと同じように回帰をさせるためにあえて、この部分を変えた可能性もある。（調性は同じ）
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　第2楽章は、soloのbass.とfl.の独壇場。fl.の奏者が、CDのケースに懐かしい　氏名が掲載されている。「Wolfgang Schulz」　No.6～8もfl.がsoloが楽器として登場するが、flの奏者の記載はない。この楽章のテンポはかなり遅い方になる。録音のNo.6～8にも共通するが、solo楽器のfl.は、極端に強調され（息継ぎ音が、かなり聴こえる）、vn.のsoloよりも近い位置に聞こえる。音源が不自然な感じ。
　Fianleは、聴き始めて、変奏曲の形式が始めて登場。テンポは他の指揮者と同様に遅め。各変奏曲で登場する楽器は、簡単にまとめてみた。
第1変奏：fl.
第2変奏：vc.
第3変奏：vn.
第4変奏：bass.
第5変奏：ob.+2hr.
第6変奏：Tuitti
以下　coda
第1変奏のfl.は、第2楽章と同様に極端の音源が近い。第2変奏のvc.は、bass.の位置とは異なり、かなり右側に位置。一方、第４変奏のbass.は中央やや右側に位置。SoloとTuittiでの対比が悪い。この曲はNo.6～8と同様に、各楽器のsoloとTuittiとの対比。協奏交響曲風に、溶け合いがポイントの一つになる。良い録音が必要とされると思う。しかしメルツェンドルファーの場合は録音が、かなり悪いので印象が低くなる。
34番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月8日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　34番を聴取。聴き始めて、主調が短調で始まる最初の曲。第2楽章以後は、全てD-Durなので、第1楽章は、d-molの長い序奏と行く解釈で自分なりにして来た。指揮者によっては、第1楽章の繰り返しを忠実に守るが、メルツェンドルファーでは繰り返しはない（それでも７：１１のタイムになっているので、テンポ遅い方だと思う）
　時折テープヒス音が目立つ。第２,３楽章も同様。Fianleは、作曲順番に聴き始めて、ロンド形式が始めてとなる。ダイナミックレンジレンジが狭く時折、歪がある。ヒス音もかなりあり、録音の点でかなり悪い。このため全体的な印象が余りなし。

12番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月7日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　7番を聴取。作曲順番から通して聞くとNo.40に続くことになる。No.40と比較して、Menuetを各3楽章・楽器編成は同じだが、こちらは流れを重視した、小規模な室内楽的な雰囲気。　第1楽章でp　ガロワ　は、冒頭の柔らかいスラーを伴う第1主題とT9からのスタッカートを伴い対比について記載をした。メルツェンドルファーの場合は、明確な対比は余りない。
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-939.html
第2楽章は弦楽器のみだが、No.40と比較して、第1vn.が主体となって動き、他の弦のパートの対比が余りない。シチリアーノ風の主題だが、強弱の対比があるものの、元々ランクを低くしていたこともあり印象は余りなし。録音は普通。
40番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月6日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　40番を聴取。作曲順番でNo.14から続けて聴取するとFinaleのフーガ形式の違いが対比されて面白い。No.40は、T　ファイ盤で初めて聴取を開始した曲。第1楽章　冒頭の第1主題で、クレッショエンドで提示していることが印象にあると記載した。
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-674.html
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-675.html
一方、メルツェンドルファーの場合は、通常通りでクレッショエンドではない。T　ファイのときは、vn.を中心とした主旋律を中心に記載をした。しかしva.以下の低弦の対旋律（8分音符）も重要な動機となる。この８分音符の動きは冒頭からT32まで、ずっと続いている。T33からその後、静まって第2主題のブリッジの部分で休むことで、良いアクセントになっていると思う。
このため8分音符の低弦の動きも重要と思うが、ファイと同様に割合に低弦の音量を重視している。得てして第1楽章でのob.　Tuittiでの前面に出るのが性に合わないと書いてきた。しかし冒頭からob.は音色が自然で管楽器と弦楽器とのバランスも良い。T32のブリッジの部分でファイ　盤は、テンポをかなり落として対比をさせているが、メルツェンドルファーでは通常通りのテンポ。
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8分音符の動機は、小結尾部の部分で繰り返しがあるT51でも、ぎりぎりまで続いている。なおこの楽章は展開部と再現部の繰り返しの指定がある。メルツェンドルファーでも忠実に守っている。提示部の繰り返し前は低弦の8分音符の動機が、冒頭の第1主題の動機に自然とつながって「いかにも冒頭に戻った」雰囲気。提示部が繰り返され展開部に入ると、一瞬ではあるが第1vn.が低弦の動機を最初にスタッカート8分休符ほど開けてスタートする。この間合いが絶妙。「展開部にはいりました」と緊張した区切りで聞こえる。
楽章の最後の部分でも提示部の小結尾部と同じ様に8分ob.音符の繰り返しがある。提示部の繰り返しで、緊張したリズム感のある雰囲気がこの楽章で再度、聴き直すことになり、満足できると思う。
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　第2楽章は弦楽器のみで管楽器や休む。デイビス盤では確かcmb.がアルペジョ風に独自の動きをしていた。メルツェンドルファーでは、ここまで聴いて来た中で必要に応じて、緩叙楽章でcmb.が入っていた。しかしこの楽章では入っていない。弦楽器のみなので、各弦のパートの動きがポイントになる。
この楽章は２つのvn.が同じ音程のユニゾン。vn.以下の低弦は、オクターブ離れてユニゾンで対比をさせている。vn.と他の弦との対比が需要になる。対向配置でないことを逆に生かして、va.以下の低弦も均等に引き立てたる。冒頭から第1楽章と同様に、４分音符の対旋律の様に低弦がvn.と対等に聴こえているのが印象的。
　第3楽章。Menuet　　trio　の部分で、それまで余り目立った動きのなかったhr.も旨く、自然に前に出すように演奏。音色も自然に近い雰囲気。
　第4楽章のFianleは繰り返しの記号が全くない。作曲順番でひとつ前のNo.33と比較して持続音の箇所が多く、No.3のFianleを拡大した感じ。No.33のような明るく流れる雰囲気とは大きく異なる。テンポは少し遅めだがその分、他の指揮者と同様、繰り返しがなく注意深く聴く必要もあわせて、この演奏も聴き応えがある。
　通して聞くと、どの楽章もそれぞれ特徴があり、最後はフーガ形式で繰り返し記号は挟まないで一気に終わるなど充実した曲である。メルツェンドルファーでは、各楽章の特徴を全てツボを得ているかのように旨く演奏していると思った。録音の方は音量のバランスやダイナミックレンジは余り問題ないが、一部ノイズの様は箇所がある。ノイズの箇所がなければ、とてもランクを上げたい曲と思った。メルツェンドルファーの演奏は録音による差が大きいが、ノイズがなければ今で聴取してきた中で一番良いものだと思った。
[image: image7.jpg]Vilino |

Viliso 11

Viol

Violoneelo
& B





14番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月5日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　14番を聴取。第1楽章の冒頭の第1主題は調性こそ違うが、モーツァルト交響曲No.33　K319　第3楽章　Menuetの主題に類似していると思う。曲の後半　　Menuet　(Trioを含む)　Fianle　は概してテンポは遅め。それに対して冒頭の第1楽章は、速めのテンポが多い。この曲も同様に速め。第2楽章　vc.のsolo（オブリガート）も、余り目立たせていないのも自然な雰囲気。
　第3楽章　Menuetで、通常ならTuittiの箇所などでob.の目立つ箇所が多い。しかし、この楽章に関しては全く違和感なし。Trioでob.のsoloの部分もテンポをさらに落とすが、伴奏に回る弦楽器分との対比も良好。FianleはNo.3のFinaleにも少し雰囲気は出だしが中心に類似しているかも。しかしこのNo.17の方は、弦を中心とした各パートの動きはフーガの様に展開して行くが、16分音符のスラーの旋律が入るなど明るく流れるような雰囲気を重視。No.3のような力強さとは対照的。
　曲を聴き通ししていく中で、第1楽章は概してどの曲もTuittiの箇所にob.が目立ちすぎる。しかし後半に従ってTuittiの箇所はob.が控えめに回り、それほど問題がない。Fianleは概して遅めのテンポで、ハイドンらしい軽い雰囲気で終わるのを表に出すのがメルツェンドルファーでの解釈なのかも。
107番　B　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月4日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　107番B　を聴取。　ハイドン音盤倉庫で下記のブログで、緩叙楽章での弱音の美しさについての記載がある。
http://haydnrecarchive.blog130.fc2.com/blog-entry-1747.html
　今まで聴いて来た中で確かに緩叙楽章は、どちらかといえば遅めのテンポでvn.を中心に旋律を引き立たせるのが特徴と思う。通し番号20番台は、1762年ごろから1764年頃。1761年のNo.6～8シリーズとNo.31　「ホルン信号」の間に大体位置している。疾風怒濤期の前であるが、どちらかといえば、曲自体に特徴が余りにないものが自分なりに感じていて、聴取記録を書くには少し苦しい時期にあたると思う。
　この曲も元々、自分なりにランクを低くしていて、それほど特徴はどの指揮者も余りないように記載をしてきた。Menuetが第2楽章になり、緩叙楽章がFinaleのひとつ前の第3楽章になる。この頃の特徴のひとつとして緩叙楽章は全て弦楽器のみ。　d-mol　で弦の各パートがカノン風に進んでいく。テンポはかなりゆっくり。珍しく展開部と再現部の繰り返しも採用。メルツェンドルファーの演奏だと6：58にも渡る。緩叙楽章の消えるように終わる終始から、Tuittiで明るい雰囲気に対比されるところはどの曲にも共通している。特にこの曲はmenuetを挟まないので対比が目立つ。録音は普通。第2楽章trioでfg.のsoloがある。この部分で他の曲と同様に、soloに近い箇所で管楽器が登場する部分は多少の違和感がある。SoloとTuittiでの溶け合い感は余りなく、平面的な音響。
9番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月3日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　９番を聴取。C調だが打楽器群が入らない曲のひとつ。冒頭から、Tuittiで派手さはないが、駆け抜けるように終わる雰囲気。(下記のP　ガロワのレビューに譜面あり)
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-938.html

　この楽章は速めのテンポの方が第2楽章の柔らかい雰囲気と対比させて面白い。大半の指揮者は　Alleglo　molto　の指示よりも速めが多いがメルツェンドルファーも同様。冒頭の主題はva以下の低弦以外はTuittiで重音で引いている。T2からは重音でない。重音と重音でない箇所の対比を楽しむのも興味のひとつ。展開部の終わりの方T83で、2つのvn.が重音でオクターブを重ねて引く箇所がある。この後の管楽器との音色の対比を含めた掛け合いも良い。
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Finaleが通常のMenuet。他の交響曲と比べると、３楽章で切れてしまう雰囲気。第２楽章の持ち替えで、柔らかいfl.を含めた音色の変化。第３楽章　Trioの管楽器を主体とした雰囲気。できればこの曲に関しては追加のFinaleが欲しいと思う曲。なお、メルツェンドルファーの演奏では、Menuetの一部にスコアには　fで書いてあるT22とT23の２小節、。vn.以外の他のパートも含めて　音量を落としている。Menuetで回帰してくる部分も同様。最後に盛り上がる前のアクセントになっているので自然な解釈と思った。録音も良好。
33番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月2日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　３３番を聴取。調性こそ違うがNo.36と似た様な雰囲気の曲。打楽器群が入るが元々、この曲のランクを比較評価していたこともあり、第1楽章は祝典的な雰囲気とはいえ特徴が少ないと思う曲。
　強弱と音色の対比が面白いFinale。展開部のはじめT51で調整を変えて登場すた主題が登場。　弦のパートのみで　P　を挟んでT55からvn.が16分音符でトレモロで緊張感を高めていく部分。２つのvn.はもちろん目立つが低弦も比較的強調される。従来、obが目立ちすぎていた箇所が多いが、この曲に関しては、ob.はあくまで旋律の補強的な雰囲気。しかし全般的に録音のダイナミックレンジが狭く歪が目立つ。
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36番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年3月1日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　36番を聴取。作曲年代はNo.6～8と大差ないと思う。vn.とvc.の独奏が入る.CDの裏面にも奏者の記載あり。No.6～8にも記載したが、ここでもやはりob.の音量がかなり目立つ。第2楽章で2名のsoloが入る。No.7、8と違ってvn.のsoloは１名のみ。第2vn.は登場しないので、ある意味安心がある。
8番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月28日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　８番を聴取。第2vn.のsolo　はNo.7と同様に左側に位置。第3楽章　Menuet　trioでNo.6や7と同様にbass.のsoloが入る。やや奥側に位置し極端に前面ではないので自然な雰囲気。
　Finaleは今まで概して遅めのテンポが多かった。しかし過去に聴いて来た中で、とても速いテンポ。16分音符の下降する流れるような旋律。16分音符でトレモロの刻む様な鋭い緊張感との対比がポイントになる。速いテンポでありながらも、Tuitti　とsolo　の対比を旨く表現。すべての弦のパートでのユニゾンの箇所が多く、通常配置でも違和感は余りない。No.6や7と異なり特にFinaleは好演だと思った。
7番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月27日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　7番を聴取。No.６と異なりvn.のsoloがひとり増えて2名となる。ファイの場合は2名のvn.奏者が指揮者を挟んできれいに左右に分かれていることを記載した。(下記のブログ)
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-693.html
　ファイの場合は、元々、vn.が第2vn.が右側にあり対向配置になっている。第2vn.のsoloも右側にあるのが自然な形式。一方、メルツェンドルファー　の場合は、第2vn.のsolo　のみが右側になっている。左右に分かれているが、solo以外のvn.は左側。第2vn.のsoloのみが、右側の離れた位置になっている。va.のsoloの箇所もないので、solo　２名を中心に聞くには、それほど支障はないかもしれない。しかし協奏交響曲のスタイルなので、soloの箇所がありながらも他の弦のパートと一緒になることもある。第2vn.は左側にあり第2vn.のsoloとは少し離れている。このため第2vn.のsoloとTuittiの差が少し生じてしまう。録音のためか、この差までは私には分からなかったが。もし実際にこの光景を見た場合、違和感があるかもしれない。
　２名のfl.奏者は分かれて聴こえていない。Cmb.第2楽章の冒頭から入っているがNo.6と同様に緩叙楽章以外は入っていないようだ。

　Menuet　trio　でNo.６と同じように　bass.のsoloがある。ここでもNo.6と同様に、第2vn.soloと同じ様な中央の手前に位置し不自然な感じ。No.6と同様に、録音の点で不利になり印象が低い。

6番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月26日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　6番を聴取。ハイドンの協奏交響曲スタイルで頂点となる３部作。Soloの箇所がふんだんにありTuittiとsoloの対比、聴き通して初めてfl.が入るなど、様々な点で興味があるところ。
　CD収納ジャケット裏面の奏者に関して。2名のvn.奏者以外に、cmb.　vc.　Bass.　の記載がある。fl.とfg.の記載はない。序奏のT3からのfl.中央寄り。他の管楽器のob.fg.との分離感が他の曲と比べて分かり難い。序奏の後、管楽器のみで提示される主題も近接音に近く、あえて少し管楽器群の音を手前に少し引き寄せたような録音。Cmb.は第2楽章の序奏の後T14から入る。主にbass.の旋律が中心だが微妙な装飾もある。
第3楽章、Menuet　trioの部分でfg.　va.　bass.　それぞれのsoloの箇所がある。調性が、がらりと変わり音量もかなり落ちることから、この対比が聴き所のひとつ。残念なことにbass.のsoloが極端に強調されすぎ、しかもとても近い位置から聞こえて不自然に聴こえる。vn.とvc.のsoloも手前には位置しているが、soloの箇所では必要に応じて、音源を調整している雰囲気。テープヒス音も時折、目立つ。　以前、「佐藤　裕」　トーンキュンストラー管　のCDを聴取した。ライブ録音で新しいが残響が多いものの自然な録音であった。この様な録音とはかなり異なる。特にこの曲の聴き所は、冒頭にも記載した様に録音による影響が大きい。聴き通してみて録音による不自然さが目立つ。
3番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月25日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　3番を聴取。作曲順番で聴いていく中では、有名なNo.6～8の３曲のセットの直前に当たる。エステルハージ楽団の頃になると推定されsoloの箇所が、かなり入ってくる。Finaleのfuga形式は短いが、聴き応えがあるのは他の指揮者でも記載した。この演奏でも同様。奏者の数は中規模だと思うが。繰り返しのない中、終わりの方でT　115からのvc.とbass．の長い持続音もダイナミックレンジが余り広くない録音ではあるが迫力は十分。
15番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月24日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　15番を聴取。繰り返しの箇所が少なく、形式も今までと異なり実験的な新たな展開という感じのひとつ。第1楽章の冒頭から弦のピチカートなど斬新な雰囲気。メルツェンドルファー　ではピチカートの部分は、たとえ伴奏の部分であっても低弦を含めてかなり目立たせている解釈。その後のhr.(右側)も控えめに位置。
　第2楽章　Menuet　trio　の部分で、vc.とbass.が聴き通してみて初めて分離の部分が登場する。ここではva.も独自の動きがある。vc.は中央、やや右よりに位置。bass.との分離もよく分かる。録音も良好。
32番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月23日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　32番を聴取。ハイドンの交響曲は最初の出だしの動機で決まると思う。No.25で長い序奏を経た後、主題の切れ(vn.の16分音符の短い動機)がob.に消されて不明瞭なことを記載した。この曲は序奏はないが、冒頭から旋律が一斉に登場する。今後の展開していくのは、主に８分音符を中心とした細かい箇所が多い。このため冒頭の2つのvn.の８分音符の切れがポイントになると思っている。No.25では、こういった箇所がob.に埋もれてしまって聴こえ難いと予測していた。しかしこの曲では、vn.の４分音符の動機が強調されているので分かりやすい。trp.が時折、補強的に入るが余り目立たないものの違和感はなし。
　弦のみで演奏する緩叙楽章の第3楽章。提示部の繰り返しを採用。繰り返しの後半は、S　ラトルのような装飾はないが、後半は冒頭から音量を少し落とすなど微妙な違いがある。初期の交響曲で緩叙楽章は弦のみが大半だが、今まで聴いて来た中で弦の各パートが、少しずつ対位法的に独自の動きが少しずつ多くなってくる。メルツェンドルファーでも各パートの動きは良く分かる。録音も良好の方。
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5番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月22　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　5番を聴取。No.11から引き続いて聴取すると、同じ調性が４楽章連続して続く点は共通。第1楽章の冒頭のhr.は右側に並んで位置しそれほど目立たず。
なお、CD自体のソフトの影響かもしれないが、第3,4楽章で音飛びが一部あり、旨く再生できない箇所があった。
11番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月21日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　11番を聴取。すべてES-durの同じ調性であるのは、続けて聞くと苦しいところ。No.22にも少し共通している。第1楽章は管楽器はhr.のみ。第2vn.から主題が提示されることもあり、この曲は弦楽器で特に第2vn.の存在が大きく、対向配置の効果が大きいと思う曲。
　ob.が入らないのでNo.25のときと異なりTuitiiで違和感はない。hr.はあくまで伴奏に徹している。第2楽章もob.は控えめで通常通り。　Finaleはシンコペーションのリズムが印象的。下記の　P　ガロワ　のブログにも、メルツェンドルファー　の方も良好。シンコペーションの手法は、交響曲にすべて共通することではある。
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-937.html
この曲に関しては、ひとつ前の第3楽章　Menuet　trio　の部分で、既にシンコペーションのリズムが登場している。Finaleへの予兆のような雰囲気。　ob.の目立つ録音は全くない。バランスなどは良い。ただし緩叙楽章を中心にテープヒス音のようなものが時折ある。

25番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月20日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　20番を聴取。作曲順番から聴き始めて序奏が始めて入る曲。比較的長い序奏から明るい伸びのある主部に突入する対比が一番の聴き所。ここではNo.27と同様にob.が前面に殆ど出てしまう。弦楽器の細かい音、特に第1、2vn.がob．に負けてしまう。
冒頭の主題の部分。T26で２つのvn.が16分音符で演奏する箇所がある。この部分が２本のob.に負けてしまう。この動機はこの後の展開部でも活躍するので大切なものだと思う。しかし展開部T114からでもobの持続音に負けてしまい、旋律の対比が聞き取り難い。(この部分は音程の違う２つのvn.の旋律が、冒頭の主題から変形されて一番の聴き所なのだが)
　第2楽章のTrioではhr.とob.が前面に出る。その分、弦楽器群はピチカートで伴奏にすべて回る。この部分では普段は余り目立たないhr.も前に出ている。ob.も少し控えめ。弦楽器とのバランスも良好。Tuittiでなぜ、これほどob.を前面に出すのか再び疑問に思う。
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106番　A　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月19日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　106番　A　を聴取。作曲順番だと11番目になるが、この全集ではNo.104の最後に２枚　A　とBがまとめて収録されている。補足的な解釈かもしれない。（ドラティ盤などと違い、後世追加となった交響曲が最後の方に別途、収録されている）
　No.27ほどではないがob.が、かなり強調されている録音。ob.以外にfg.もbass.とのユニゾンではあるが一部強調されている。Tuittiでは、それほど違和感はないが。
　初期の交響曲はNo.6～8を除くと、soloの箇所は余りない。中期から後期にかけてsoloの箇所が増えてるにつれて、旨く表現できるかどうか気になるところ。
19番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月18日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　19番を聴取。まとめて作曲された初期の一連の曲のひとつ。それぞれ共通した特徴があると思う。大半は3楽章で、中間部は疾風怒濤時代と異なり弦楽器のみを使用。必要に応じて、vn.は弱音器やピチカートが使用される。このNo.20はひとつ前のNo.17と同様に弦楽器で弦楽器のみ。57小節しかなく繰り返しをすべてしても、メルツェンドルファーでも3：54　しかない。
　シンコペーション風のリズムが提示部の後半、T13から登場する。この旋律は展開部と再現部にも登場するので役割が高い。この部分では、第1vn.とva.以外に対旋律である下降する旋律も登場する。特に第2vn.の音色は、やや低い音域で第1vn.に消されて姉妹勝ち。対向配置であるが、メルツェンドルファーでは対等に聴こえる。ハイドンの魅力のひとつに、各パートの分離感と一体感の対比がある。この部分が典型のひとつ。録音も良好。
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17番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月17日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　20番を聴取。録音によるでき、不出来に差はあるが、この曲に関しては良い。終楽章は概してテンポは遅めだが、この曲も同様。全ての繰り返しを採用してもこの演奏でも3：08。　曲全体で大きな特徴は余りない方に属すると思うが。再現部の終わりT93でcodaに向けて一旦、終始をする部分。ここでは少しずつテンポを落として間を取っている。他の指揮者も採用することが多いが、メルツェンドルファーでも丁寧に実施。元々finaleのテンポが遅いのも相まって、この後に続く第1主題の明るい華やかさと旨く対比されると思った。打楽器群が入らず、管楽器と弦楽器のバランスがポイントのひとつとなる。ob.のユニゾンも適宜で、Tuittiの部分ではob.が補強的ながらも明白に聴き取れる。それに対してTuittiでなく、弦が中心の部分にob.は入らないが強弱の対比は良好。
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20番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月16日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　20番を聴取。少し前のNo.27でob.の極端な目立ちすぎな点を記載した。打楽器が入り調性が異なるが、この点は今後も気になっていた。しかしこの曲に関しては、全く問題がなくTuittiでも弦楽器と管楽器、打楽器のバランスはとても良好。この曲は打楽器群が入る。それに対して第2楽章では、弦楽器のみで第2vn.の４分音符の独自の動きなど、様々な箇所での聴き応えがある。緩叙楽章ではこの曲に関しては、提示部はもとより、展開部と再現部の後半も忠実に守っている。ここまで聴いた限り繰り返しに関しては、臨機応変に対応している雰囲気。

10番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月15日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　10番を聴取。No.6～8に類似した協奏交響曲に類似した手法で第1楽章は書いてある。フィッシャー盤など一部の箇所で、この特徴を生かしsoloで引くことがある。しかしフィッシャー以外は今のところ、soloでなく通常で引いていることが多い。メルツェンドルファーも同様。No.27でob.録音に関して目立ち過ぎる点を記載した。この曲では、No.27ほどではないが。しかしNo.1などと比較して、かなり目立っている。
　第2楽章では冒頭からP　ガロワ　盤では繰り返しを採用しないが、ここでも同様。テープのヒス音のような短い雑音が時折入る。録音の点でも少し残念。
27番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月14日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　14番を聴取。過去のファイ盤では第2vn.の16分音符の切れの良い旋律を記載した。こちらは対向配置でないため不明瞭。(譜面あり)
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-789.html
　冒頭の第１主題は第1vn.が中心ではあるが、管楽器のob.とhr.が入っている。メルツェンドルファーでは冒頭からob.が手前に強調されて入っている。あたかもNo.38のob.協奏曲に近いような感じ。ここまで聴取した曲に関しては、旋律を重視したバランスが適度な点を記載した。しかしこの曲に関しては、伴奏に回るような立場のob.も常に前面に強調されている。録音によるかもしれないが、弦楽器の音量も不足気味。同じ管楽器のhr.もob.と同じ動きの箇所がある。しかしhr.はあくまで常に伴奏に徹している。Finaleもやはりob.が前面に押し出した演奏。録音のバランスが悪い印象に終始。(No.18ではob.が自然な雰囲気で録音できていたので残念)
４番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月13日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　4番を聴取。ハイドンの交響曲でもっとも多いD-dur　でNo.１から２曲目。No.1と比較して同じ３楽章でありながらも、低弦を含めた独自の動きや様々な旋律が登場する。　第2楽章は聴き始めて初めてvn.で弱音器の使用がある。メルツェンドルファーでは、どちらかといえば第1vn.の音量は弱音器がありながらも大きめな音量。興味深いのは、低弦の音色。Va.以下の低弦は弱音器は使用しない。冒頭からスタッカートの指示がある。vc.あるいは、bassのパートは、ピチカートで引いているように独特な切れ味のある音色。T33からは低弦はスラーを伴い通常に引いている。
２番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月12日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　12番を聴取。P　ガロワのこの曲では、第1楽章で流れるような特徴を主に過去に記載した。
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-881.html
　メルツェンドルファーの場合も、どちらかといえば流れるようにガロワと共通した解釈。第2楽章はホグウッドではcmb.がはいっているが、ここでは過去３曲と同様に入っていない。Finaleで、遅めのテンポでob.のユニゾンの効果をNo.18で記載した。ここでも同じように効果的。
18番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月11日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　18番を聴取。3曲目になるが、こちらは3楽章でFinale　がtempo　di　Menuetto　で第1楽章を少し回帰させる短いcodaがある。No.1と37では、どちらかといえば、Ob.のユニゾンが聞き取り難かった。しかしこちらの方は録音がさらに鮮明なのか、ob.のユニゾンの箇所が細かく分かり、管楽器と弦楽器のバランスが良い。
　N　マリナーの演奏でも少し触れたが、どの旋律を重視するかによって、曲の雰囲気や流れの理解が変わってくる。この曲はとても短く繰り返しの箇所が多いので、それほど、どの旋律を強調させるかは、余り重要視されないかもしれない。ob.のユニゾンにも触れたように、主旋律とはかなり異なり対旋律でもない動機については、、特に初期の交響曲では、余り重視しなくてもよいと思う。その分、冒頭を中心とした主題と、その後に展開していく旋律を表に出し、必要に応じて伴奏となる旋律は控えめでよい。
　メルツェンドルファー　では、このスタイルをこの曲では、少なくとも通している。Finaleは少ない箇所ではあるが、管楽器にもsoloに近い動きがある。この部分では、しっかりと表に出し弦楽器は控えめになっている。この当たりのバランスは、作曲年代や、個人の好みもあって微妙なことではあるが。少なくともこの演奏を聴く限り、ob.のユニゾンの扱い方は、ゆっくり目のテンポも相まって自分の好みに合っている。
37番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月10日　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　37番を聴取。打楽器群のtrp.とtimp.はやや右側に入る。録音状況はNo.1と大きくはない雰囲気。弦の奏者の数は中規模程度と推定。No.1と異なり第2楽章ではあるが、Menuetが入る。Menuet及びtrioはテンポが遅め。特にTrioは短調の調性とも相まって、かなりテンポを落とし、音量はそれほど差がない。第3楽章のAndante。後半の展開部と再現部の繰り返しはなし。Finaleは遅めのテンポ。後半の繰り返しは採用。再現部T72でhr.と第2vn.が入る箇所がある。提示部の類似箇所は、この部分はhr.は入っていない。第1vn.の動機を受けて、　エコーがかかったような部分になると思う。弱奏が中づく部分でhr.と第2vn.は弱奏を引き継ぐように、旨く演奏していると思った。
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1番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団
2019年2月9日　1番　エルンスト・メルツェンドルファー　ウィーン室内管弦楽団　を聴取。新譜で全集を先日購入。奏者の経歴などについては、　HMV　のサイトに、かなり詳しくこのCDについて記載されている。商品が到着した後（33枚組み)　ごく一部のCDからテスト的に聴取する。録音に古いもの、あるいは曲によってかなり差があるように感じる。（1960年代の録音データしか記載がないようだ）
録音はダイナミックレンジが狭く不鮮明なところがある。音の定位感が時折不安定。このCDは、hobの番号順番となっていて、１～５番が１枚に収録。裏側の英文の注釈によると下記のように記載がされていた。音源が不明なので、詳しいデータがないのが残念。
Digitally　remastererd　from　vinyl.
Orginal　tapes　missing　and　cannot　be　found.
1969-1972　MHS

　最初の第1番から聴取する。冒頭の第1楽章は、テンポは中庸。vn.は通常配置。管楽器は、中央よりかなり奥側。hr.は右側に並んで位置。cmb.は入っていないようだ。提示部及び展開部と再現部の繰り返しは採用。初期の交響曲では概してhr.は和声を強調することが多い。この演奏でもhr.は殆ど控えめになっている。
　Finaleは、テンポはゆっくりめ。フィッシャーなどは、弱奏　の部分は弦がsoloで引く部分もあるが通常。
　冒頭で録音に関して差があることを記載した。この第1番に関しては、時折に音の揺らぎがあるが、それほど目立たない。分離感が良好でダイナミックレンジは広いほう。しかし管楽器の奥行き感がやや不足気味。全ての録音を取りまとめたライナーノートはない。しかし各CDの裏面には、各楽章のプレタイムは丁寧に記載されている。
[image: image17.jpg]



https://www.hmv.co.jp/artist_%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%B3%EF%BC%881732-1809%EF%BC%89_000000000018516/item_%E4%BA%A4%E9%9F%BF%E6%9B%B2%E5%85%A8%E9%9B%86-%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%A1%E3%83%AB%E3%83%84%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%EF%BC%86%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%AE%A4%E5%86%85%E7%AE%A1%E5%BC%A6%E6%A5%BD%E5%9B%A3%EF%BC%8833CD%EF%BC%89_9374167
５３番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年２月５日　５３番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。打楽器群が入り、その分cmb,は入っていない。編成は今まで聴いて来たのと同じかもしれない。しかし作曲時期の違いのためか、長調の特徴も生かして、明るさを前面に押し出した解釈。他の指揮者も同様かもしれないが。
No.48と比較した場合。No.48はアンリナー版は打楽器群は入らないが、かなりの迫力。長調と短調、強弱の対比、様々な旋律が登場する。一方、こちらの方はNo.48と比較した場合、作曲時期が後のこともあり、これらの対比が少なめ。1970年の録音で一連の中では最初の方。録音のせいかもしれないが、鮮明さなどが少し不足気味。打楽器群が入る割には、いまひとつ迫力に欠ける印象。
Finale　はB版。オペラブッファ的に明るさを全目に押し出せていて、交響曲のFinaleとは少し違う雰囲気。（私はA版の方を最近は好む）同じ指揮者で作曲順番通りに通して聴いていく場合。106曲ある全集だと、やはり、長すぎて辛い気持ちになることもある。このCDのセットはネーミングのみの25曲なので、全集の中の選集という解釈でよい。そうなると全集の中で、ピックアップということになる。このCDから作曲年代が疾風怒濤期からかなりたち、作曲のスタイルが大きく変わる。同じ指揮者と奏者で通して聞くと、この違いが良く分かる。
４9番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年２月４日４９番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。No.48から通して聞くと、長調と短調とで大きく雰囲気が分かるのはもちろん、cmb.が入るかどうかでも変わってくる。No.48では、cmb.は緩叙楽章を含めて入っていないようだった。しかしNo.49の方はNo.44.45と同じように全ての箇所で入っている。もうひとりの指揮者のR　レッパードの方は、ライナーノートによると、cmb.と指揮者としての記載がある。指揮とcmb.を両方受け持っていたことになる。(No.26のみ)
　一方マリナーの方は、cmb.は常に右側の端の方に、少し手前気味に入っているようだ。No.6-8から通して聴いているが、常に必要に応じて独自の動きがある。この曲では特に顕著で、特にFinaleが目立つ。元々、速いテンポだがFinaleはさらに速いテンポ。展開部の終わりの方T87から再現部にかけて。ここではcmb.は装飾を含めた独自の動きが多彩に出る。
今まで聴いて来た中では、展開部と再現部の繰り返しがない。しかしこのFinaleに関しては、繰り返しを採用。再現部終了後、一旦、展開部の最初に戻る部分。曲の最後の休止符が短く、直ぐに展開部の冒頭に戻り、間髪を入れない雰囲気で緊張を保っている。25曲は今回10枚のセットになっている。4枚目のCDだが半分近く聴取して来た。これまでの中で、疾風怒濤期に関しては、長調と短調との組み合わせが旨く効果を発揮し、それぞれの曲の特徴を交互に表現している印象。
４8番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年２月３日４８番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。ハイドンの交響曲No.中で名前が付いている25曲が選曲されている。名称の　マリア　テレジア　は、現在の説では、当人がエステルハーザ宮殿の到着した1773年より以前に作曲されたこと。当時の交響曲はNo.50だったらしい。しかし名前を持つ曲にはふさわしい。打楽器群のtrp.とtimp.を含む演奏もあるがマリナー盤は打楽器群はなし。
　この曲の第1楽章は様々な旋律が登場し、場合によっては統一感に欠ける雰囲気もある。旋律も多いのに加えて転調の箇所が強弱の対比も多い。統一感と変化の組み合わせてのバランスを考える必要があると思う。ひとつの手段として主な旋律をある程度、目立たせて伴奏の部分を少し抑えることがある。過去のブログにT　ピノック　の盤で、第1楽章　T40の部分。通常は音程の高い第1vn.の旋律を抑えてその分、第2vn.を引き立てる効果を記載した。（以下のブログ）
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-671.html
　マリナーの場合も同様に、この部分は第2vn.を逆に引き立ているので同じ解釈。ピノックと同様に他の箇所でも、楽章の中で柱となるような旋律を目立たせているので統一感がある。
　Finaleのテンポもピノックより速めで躍動感がある。第1楽章では、vn.とob.のユニゾンが余り目立たなかった。しかしFinaleでは、ob.のユニゾンが目立ち打楽器群がない分、管楽器とのユニゾンが豊富に聴ける。疾風怒濤の交響曲は楽器編成が殆ど同じ。特にこの曲は打楽器分がない。しかし調性が違うためか、同じ頃の作曲されたNo.44と比較すると「同じ作曲かなのか？」と疑うほどの違いがある。マリナーの場合はNo.44の悲壮感とNo.48の明るい躍動感が旨く対比されていると思った。
「筆記用具の再認識」
　昨年豪雨災害で県南部の企業で操業停止があったのは記憶に新しい。そのひとつに天応町にあるセーラー万年筆があったことは報道で知っていた。古い白黒写真での面影や社名の由来となる「水兵」と海軍と関係などについて、端的に紹介されている。万年筆の生命ともいえる、ペン先を砥石の様な物で切断し先端を研磨している仕上げ作業が、未だに手作業であることは、この番組で初めて知った。研磨作業などは独自のノウハウがあることは、別な本からの情報だが少し知っていた。今回の短い時間であるが、映像でみることは意外な発見でもある。
ボールペン、筆ペンなど生み出した会社だが時代の流れもあり、存続が厳しい面もあるとのこと。身近な筆記用具の歴史を知ることで、様々な歴史を再認識をするとともに、地方創生を含めた地元雇用に活躍を期待したい。地元の民放の特徴を生かして今後もこのコーナーの紹介に期待したい。
４5番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年２月２日４５番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。No.44と異なり、この時期としてはsoloの箇所が多め。また第2vn.の独自の動きも比較的多いこともあり、対向配置を好む。特に冒頭の第2vn.のシンコペーションの旋律は重視をしたい。マリナーの演奏は通常配置ということもあり、第2vn.の旋律が明白でないため、いささか、好みに合わない。カザルスの演奏で、第1楽章　展開部　の終了直前。ここでは第1vn.がsoloで引いていると記載をした。(下記のブログ)
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-887.html
　マリナーの場合も同様に、solo　になっている。A　フィッシャーはMernuet　trio　を中心に、vn.パートを中心にsoloの箇所が多いが。この曲は自筆楽譜が存在しているとのこと。自筆楽譜では、どの様に記載がしていたのか興味がある。
　Finale　を中心にsolo　のとして聞く箇所が多い。しかし協奏交響曲のように冒頭からsoloとして聴く曲ではない。退席する意図のパントマイム的な要素も考えると、ライブが一番良いとは思う。上記ブログのカザルスの場合は、約60年も前の古い音源で、ダイナミックレンジもかなり狭く、ステレオの広がりも不足気味。しかし臨場感がとてもあり、パントマイムの趣旨とも合わせて、ライブの映像で聴いてみたい。
　一方、マリナーの演奏は1977年のスタジオ録音。Finaleのbass.を含むsoloの箇所も含めて、奏者が減ってくる雰囲気は少しは伝わってくる。しかし私としてはライブの演奏を好むこともありNo.44と比較すると、ランクは少し落ちると思った。
４４番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年２月１日４４番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。下記のブログにも高い評価の記載がある。(ハイドン音盤倉庫)　このブログでは特に、キレの良い演奏についての言及がある。
http://haydnrecarchive.blog130.fc2.com/blog-entry-826.html
モダン楽器で中規模の編成だが、cmb.が装飾を含めて初期の交響曲と同様に入っている。No.43にも記載をしたが、soloの箇所は全くなく管楽器でhr.はの43と同様に、和音を補強している箇所が多い。調性の違う2本のhr.は左側に並んで位置。冒頭から強弱と起伏が激しいのが印象的。第1楽章の終わりの方で、　T140　のTenuto　の不協和音を挟む部分がある。以前、ピノックの演奏ではvn.の対向配置を含めて、どこまで引き伸ばすかも興味がある。(フェルマーマータ付き)
　以下はアドレスはピノックのアドレス
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-663.html
マリナーは、当初からの速めのテンポを通して、このT140の部分は、Tenutoを忠実に守るが、その後、余り引き伸ばさずcodaに向けて一気に進む。
　圧巻はFINALE。テンポは、速いのは今まで通り。hr.を含む管楽器はあくまで伴奏に徹して、弦楽器が主体で進む。各パートの強弱の対比が激しいのが印象的。たとえば展開部の入り口のT75　提示部の終わりの部分では、p　で柔らかい雰囲気で一旦、終始する。その後、T75のTuitti　ユニゾンで冒頭の動機が登場するが直ぐに　ｐ　に消える。この対比の良さ。第2vn.　va.のシンコペーションの旋律も管が気の持続する和音とも対比されて、４分音符の第1vn.の旋律とも対比が十分。T78で第1vn.だけなが、４分音符で先行して登場する。ここでも、この第1vn.の旋律が引き立っている。疾風怒濤期では　Tuitti　ユニゾン　　転調、　強弱など様々な聴き所がある中で、この曲はもっとも特徴的なひとつだと思った。　
また録音に関しても、No.6-8の協奏交響曲とも少し異なり、定位感分離感も十分。やや少なめと思う残響がその分、曲の特徴を生かした良い録音とも相まって入る。vn.は通常配置。緩叙楽章の第3楽章で、２つのvn.パートは同じ旋律の音程で引いている箇所が多い。Va..以下の低弦は殆ど伴奏に徹している。２つのvn.パートが多少、独自の動きなどが多ければ、対向配置が好ましいと思う。左側の２つのvn.はでの一体感がある意味、特徴になっている雰囲気。
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４３番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年1月３１日４３番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。今まで聴いて来た作曲年代から疾風怒濤期になる。各パートのsoloは殆どなくなり、短調の箇所や起伏が多くなる。Tuitti　も多い分、聴き方が変わってくる。モダン楽器でテンポは概して速めであるが、緩叙楽章は比較的遅め。弱音器をつけた２つのvn.の手法はNo.22にも共通する手法。

　　疾風怒濤期の緩叙楽章は、どの曲をとっても丁寧に書かれていて指揮者によって、様々な解釈がある。マリナーの場合は、少し遅めのテンポに加えて各パートでの微妙なニュアンスを引き立てる。
　　提示部T24から登場する短い動機は余りこのときは目だない。しかし展開部では自由自在に活用される。T24から続いてT32では弦の各パートが微妙に出だしがずれている。この当たりは、No.21のFinaleの冒頭の主題にも類似箇所あり。テンポがゆっくりしているので微妙な点まで分かりやすい。
下記のNo.43　ファイ　盤でもこの点に触れている。(譜面あり)
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-737.html
No.21　Finaleの関連ブログ　こちらは、ジェラード・シュワルツ　盤
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-1042.html
３１番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年1月３０日３１番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。No.６－８に共通する協奏交響曲　４本のhr,がメイン。左右のhr.が２名ずつ分かれて、旨く録音されている。第２楽章で２名のうち片方は調性が変わる。きれいに分かれて録音されているので、調性の対比が分かりやすい。
　比較的、テンポは速いほうが多いマリナーの演奏だが。FinaleはModerato　molto　の指定でゆっくり目のテンポ。弦楽器はもとよりbass.や４人のhr.の独奏もあるので、テンポは緩めに必然的になる。他の指揮者と同様に変奏を受け持つパートの楽器を目立たせる。最後の７番目の変奏bass.でのsolo。　ここでもNo.８と同様に右側端に位置するのbass.が目立つように、他の楽器は伴奏に徹している。低弦楽器の特徴を生かして、bassの音程の跳躍もうまく表現されていると思った。ここまで聴き通していく中で協奏交響曲のような、soloの特徴を生かす曲に関してはマリナーは、録音も相まってぴったりと自分の好みに合っている。
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22番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年1月28日　22番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。イングリッシュ　ホルン(eh)が入る、ハイドンの唯一の交響曲。今まで余り良い評価を上げていなかったが、最近クレーマーの演奏を聴いて見直した経緯がある。この演奏はライブだったが良い録音。
http://mistee01.blog118.fc2.com/blog-entry-1057.html
一方　マリナーの方は1975年のスタジオ録音。ライナーノートによると再発売のCDではあるが、No.73を除いてデジタル処理がされている記録がある。
　冒頭の第1楽章は、今まで余り気づかなかったが、２つのvn.は弱音器を使用するようになっている。弱音器を含むvn.と管楽器群がどのように対比するかも興味深いところ。今まで聴いて来た中ではどちらかといえば、めったにないeh.が登場することもあり、弦楽器群が余り目立たないほうだと思った。このマリナーの演奏は弦楽器が結構目立っているしかし要所では、管楽器にもバトンタッチ。
　　Finaleクレーマーの演奏では、T12で2本のhr.が目立つことを記載した。マリナーの場合は通常通り。第１楽章と同様に、弦楽器のパートが結構入っていて、小編成ではあるが弦の各パートの分離感が高いのが印象的。
８番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
2019年1月27日　７番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。No.6、7と同じ演奏スタイル。No.７の緩叙楽章では２本のfl.が入っていたが、ここではfl.はなく、その代わりに管楽器でfg.が活躍する。得てして高音域が多い　vn.とvc.に聞き入ることが多いが、fg.も少ないが独自の動きがある。高音域が少ないので余り目立たない。しかしマリナーの演奏ではfg.の音色も重視。Manet　trio.もbass.のsoloがNo.7と同様にある。bass.自体のsoloは繰り返しでの装飾は余りないと思うが、cmb.は独自の装飾を加えている。
　Ffinale.の最初の方で　主旋律のひとつ　fl.が受け持つ部分がある。通常T15の部分は８分音符で通す。しかし珍しく　版によるのか、fl.がT15の１小節の部分だけ16分音符で吹いている。Prestoの速いテンポで同じ音程を16分音符で続けるのは珍しい。その後に続くT16からん「Tuittiでスラーで流れるような下降旋律と対照的。この旋律はNo.6　第1楽章、No.8の第1楽章にも類似箇所がある。冒頭の刻む様な16分音符の緊張感とは対照的。打楽器群は入らない少ない編成ではある。しかし微妙なリズム感の変化を通して、旨くまとめている楽章だと改めて認識した。
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７番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
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２０１９年１月26日　7番　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。No.6から、soloにvn.が加わり、緩叙楽章ではfl.が２名になる。第2楽章の中途の部分で２本のfl.が随所に入る箇所（レスタチーボの序奏の後からだとT11の部分）ここでは、solo　vn.からvc.が2本のfl.と絡んでくる。2名のfl.は、音色がはっきりと分かれ、vn.とvc.の対比が印象的。No.6にも少し記載をしたが、soloからTuitti　あるいはTuittiからsoloに変わる部分。ここでは、自然な雰囲気とは少し異なり、あくまでsoloの定位感を重視した録音。特に弦楽器のsoloがTuittiで他のパートを重なっていく部分。ここはスタジオ録音のためか、soloがメインになっている。ワンポイント録音とは少し異なる雰囲気。(1980年の録音)
緩叙楽章を中心にcmb..が必要に応じて、装飾で随時入っている。スタジオ録音ではあるが、僅かに緩叙楽章を中心に楽器外の音が入っている。しかしその分、臨場感がある。No.6と異なりvc.はかなり高音域でvn.と掛け合う　カデンツアの部分も録音が鮮明、距離感がかなり近く、会場の最前列で聞いている雰囲気。
　第3楽章Mnuet　trio　でbass　の　soloがある箇所。ここでのbass.はあくまでsoloとして引き立て、他のパートはできるだけ音量を抑えている。テンポは概して少し速めで、繰り返しは最低限にととどめている。作風からして繰り返しを忠実に守らなくても違和感は少ない。
　No.7は自筆楽譜がある。井上著　ハイドン106の交響曲を聴くにも、第1楽章の冒頭で10段の五線譜の写真がある。緩叙楽章のカデンツアの部分は、vn..とvc.の2名なので、五線譜は２段でよい。かなり長いカデンツアの部分は、五線譜のページ数を節約するために、１ページの中に詰めて書いたのかどうか？　当時は紙は貴重であったこともあり興味がある。
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６番　　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団
２０１９年１月25日　６番　N　マリナー　アカデミー室内管弦楽団　を聴取。パリセットの一部等はレビューすみ、。過去にLPで名前付きの交響曲選集でセットで発売された記憶もある。その後CDの発売されていたが、ようやく入手。既にモダン楽器である程度の特徴は推測ができていた。今回、１９９６年に発売された　25曲セットを入手。その内、２曲は　R　レッパード。作曲順番にマリナーの分からNo.6より開始をする。
　　モダン楽器でcmb.がほぼ常時、装飾を含めて入っている。（右側でかなりの音量）。vn.は通常配置。元々マリナーの演奏は、Tuittiでも各パートの分離感を重視する。Tuittiでの音の溶け合いを少なめに抑え、その分、soloを含めた各パートを目立たせるのが大きな特徴。No.6-8はその特徴を現す典型で期待できる。
　予想通り冒頭から各楽器のsoloパートが鮮明。　強奏の部分でも、soloの部分が負けることがない。この当たりは過去に聴取した『佐藤　裕　ウイーン　トーンキュンストラー管』とは大きく異なる。第3楽章　Menuet　Trio　でハイドンには珍しく、va.のsoloの箇所がある。このTrio　自体が　短調で、とても異色な雰囲気の部分になる。唯一のva.のsolo　も　　fg.やvc.に対等に張り合って聴き応えがある。その他の箇所でもvn.　vc.などの各soloの随所に存分に聞ける。cmb.は常時入っている。soloほどの活躍はないが、微妙な装飾が、逆に、旨く溶け込んでいる雰囲気。パリセット以降の後期では、cmb.は入っていない。初期の頃はcmb.が入る解釈と思う。期待通りの演奏で満足。
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　第2楽章のテンポは、やや、ゆっくり目。大太鼓等を含む打楽器群はそれなり迫力がある。しかし残念なことに、Finaleで再度、登場する打楽器群の録音が、歪が大きく。明瞭でない。第2楽章と同様に、歪がなく迫力がある締めくくりがあれば、良かったが。　この現象は、丁度　LP　で片面の最後で現れる、内周歪のような雰囲気。元はテープの音源であると思うが。最後に向かっての録音がよくないので、全体的に印象が少なめ。
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